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「
よ
う
こ
そ
県
人
会
へ
」
新
入
会
員
歓
迎
会
開
催

　
10

月
26

日
、
と
っ
と
り
・
お

か
や
ま
新
橋
館
２
階
「
も
も
て

な
し
家
」
に
お
い
て
、
東
京
鳥

取
県
人
会
新
入
会
員
歓
迎
会
が

開
か
れ
、
新
入
会
員
37

名
の
う

ち
16

名
の
方
が
出
席
、
正
副
会

長
、
役
員
有
志
と
歓
談
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
の
自
己
紹
介
を
抜

粋
し
て
、
写
真
と
共
に
掲
載
し

ま
す
。
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

①
田
中
良
子
　
小
学
生
の
と
き

東
京
か
ら
親
の
故
郷
倉
吉
に

疎
開
し
、
４
年
生
で
終
戦
を

迎
え
た
。
河
北
中
学
で
陸
上

競
技
を
始
め
た
が
、
高
校
進

学
を
前
に
帰
京
。
陸
上
競
技

に
は
長
く
関
わ
り
、
日
本
陸

連
、
世
界
陸
連
の
委
員
も
務

め
た
。
女
子
マ
ラ
ソ
ン
の
振

興
に
も
尽
力
し
た
。

②
荒
牧
美
禧
子
　
倉
吉
市
出

身
。
河
北
中
で
①
田
中
さ
ん

の
１
年
後
輩
。
倉
吉
東
高
卒

業
。
早
稲
田
大
学
で
は
漕

艇
部
に
入
っ
て
ボ
ー
ト
を
漕

ぎ
、
大
会
で
優
勝
も
経
験
し

た
。
福
井
副
会
長
の
お
誘
い

で
こ
の
会
に
参
加
し
た
。

③
石
井
健
蔵
　
倉
吉
市
出
身
で

石
井
家
具
店
の
長
男
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
渋
谷
川
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
」
で
暗
渠
に
な
っ
て
い

る
渋
谷
川
を
復
活
さ
せ
よ
う

と
い
う
活
動
を
し
て
い
る
。

④
梅
田
侑
奈
　
江
府
町
出
身
。

米
子
東
高
卒
業
。
今
年
４
月

か
ら
総
務
省
に
入
省
。
神
奈

川
県
庁
に
出
向
中
。
友
人
に

も
県
人
会
に
入
り
た
い
と
い

う
人
が
ち
ら
ほ
ら
い
る
の

で
、
誘
っ
て
盛
り
上
げ
た
い
。

⑤
大
塚
史
隆
　
米
子
市
出
身
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
英
語
の
語
学

学
校
や
ラ
ー
メ
ン
店
を
経
営

し
て
い
る
。
今
は
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
留
学
が
で
き
な

い
の
で
、
鳥
取
留
学
な
ど
地

元
へ
貢
献
で
き
る
活
動
を
目

指
し
て
い
る
。

⑥
中
村
由
紀
人
　
鳥
取
市
出

身
。
鳥
取
西
高
卒
業
。
出
版

社
に
30
年
、
新
聞
社
に
６
年

勤
務
。
そ
ろ
そ
ろ
辞
め
よ
う

か
と
思
っ
て
い
る
。

⑦
片
山
　
竜
　
岩
美
町
出
身
。

鳥
取
西
高
卒
業
。
実
家
は
浦

富
海
水
浴
場
の
目
の
前
で
片

山
観
潮
楼
と
い
う
旅
館
を
営

ん
で
い
た
。
会
計
事
務
所
系

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

勤
務
。
鳥
取
県
の
美
術
館
事

業
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。

⑧
厨
子
彰
英
　
鳥
取
市
出
身
。

厨
子
は
父
の
故
郷
若
桜
町
高

野
に
多
い
姓
。
鳥
取
西
高
を

出
て
東
京
の
大
学
へ
。
就
職

後
は
ほ
と
ん
ど
東
京
で
勤

務
。
今
年
63
歳
。
あ
と
２
年

ほ
ど
で
悠
々
自
適
の
生
活
が

送
れ
る
だ
ろ
う
。
趣
味
は
ゴ

ル
フ
と
競
馬
。

⑨
西
田
良
和
　
鳥
取
市
出
身
。

鳥
取
東
高
卒
業
。
鉄
道
会
社

勤
務
で
今
の
仕
事
の
現
場
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
だ
が
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
本
社
か
ら
帰

国
を
命
じ
ら
れ
て
日
本
に
い

る
。
ゴ
ル
フ
が
趣
味
な
の
で

皆
さ
ん
と
プ
レ
イ
で
き
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

⑩
金
田
浩
輝
　
倉
吉
市
出
身
。

倉
吉
東
高
59
年
卒
業
。
実
家

は
関
金
温
泉
の
た
ば
こ
店
。

⑪
加
藤
彰
一
　
鳥
取
市
出
身
。

50
歳
。
5
年
ほ
ど
前
か
ら
東

京
に
事
務
所
を
持
ち
、
こ
ち

ら
に
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
知
人
に
勧
め
ら
れ
て
入

会
。
25
年
ほ
ど
全
国
に
ま
た

が
る
異
業
種
の
事
業
団
体
を

や
っ
て
い
る
。
鳥
取
市
で
は

就
労
が
内
定
し
て
い
る
大
卒

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
学

校
の
営
業
関
係
の
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
な
ど
を
し
て
い
る
。

⑫
原
　
義
治
　
米
子
市
出

身
。
彦
名
小
、
美
保
中

か
ら
米
子
工
高
卒
業
。

昨
年
転
勤
で
東
京
に

来
た
の
で
入
会
し
た
。

⑬
細
川
　
洋
　
鳥
取
市
出
身
。

銀
行
に
勤
務
し
て
60
歳
で
定

年
を
迎
え
、
現
在
は
同
じ
銀

行
に
嘱
託
と
し
て
勤
務
。
趣

味
は
テ
ニ
ス
と
合
唱
。
昨
年
、

所
属
し
て
い
る
合
唱
団
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
演
に
参
加

し
て
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で

歌
っ
て
き
た
。

⑭
牧
田
宏
史
　
倉
吉
市
出
身
。

倉
吉
東
高
の
テ
ニ
ス
部
で
市

川
常
任
幹
事
の
後
輩
。

⑮
向
井
　
稔
　
倉
吉
市
下
古
川

出
身
。
倉
吉
北
高
卒
業
。
昭

和
41
年
に
大
阪
で
ア
パ
レ
ル

会
社
に
就
職
。
東
京
に
転
勤

し
て
現
在
に
至
る
。
今
年
３

月
に
退
職
し
、
悠
々
自
適
の

生
活
を
送
っ
て
い
る
。

⑯
山
本
睦
男
　
鳥
取
市
河
原
町

出
身
。
八
頭
高
卒
業
。
中
高

同
級
の
谷
長
東
京
本
部
長
の

紹
介
で
入
会
し
た
。

　 

（
写
真
・
岸
本
収
次
・
遠
藤

　
　
隆
司
／
構
成
・
三
角
幸
子
）
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○
賀
詞
交
歓
会
は
、
1
月
18
日
（
月
）
と
っ
と
り
・
お
か
や
ま
新
橋
館
2
階
「
も
も
て
な
し
家
」
で
、

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
徹
底
し
た
上
で
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
（
総
務
部
会
）

地域の夢、お客様の夢をかなえる 

創造的なベストバンク 

東京支店 

支店長 塚 本 正 志 
〒103-0026 東京都中央区日本橋兜町 15-6 

TEL:03-3669-0211 FAX:03-3639-5250 
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　▲左から、𠮷田政雄会長、新入会員①、②、萬治隆生顧問、

　　畑中静子常任幹事
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マ
グ
ロ
尽
く
し
の
繁
盛
店

　
　
　
　
　
　
　
　「
マ
グ
ロ
マ
ー
ト
」

　
中
野
に
半
端
で
な
く
人
気
沸

騰
の
お
店
が
あ
る
。
「
マ
グ
ロ

マ
ー
ト
」
と
い
う
。
居
酒
屋
と

称
し
て
は
い
る
が
、
決
し
て
そ

ん
な
雰
囲
気
で
は
な
く
、
洒
落

た
北
欧
風
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と

い
っ
た
内
観
だ
。
近
く
か
ら
移

転
し
て
間
も
な
い
と
い
う
。

　
流
行
り
の
食
べ
ロ
グ
と
か

ネ
ッ
ト
属
人
間
の
反
響
を
呼
ん

で
、
当
日
入
店
は
叶
う
ど
こ
ろ

か
、
予
約
が
1
週
間
、
い
や
1
ヵ

月
先
だ
っ
て
分
か
ら
な
い
と
い

う
か
ら
驚
き
だ
。「
こ
の
ご
時
世

に
。（
し
っ
か
り
コ
ロ
ナ
に
対
応

し
て
）
こ
ん
な
食
べ
物
や
も
あ

る
ん
だ
」
と
感
心
と
あ
き
れ
返

る
の
と
で
半
々
。
と
い
う
こ
と

で
、
マ
グ
ロ
チ
ラ
シ
を
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
し
て
（
こ
れ
も
前
日
予

約
）
味
見
し
た
ら
、
こ
れ
ま
た

感
動
の
ビ
ッ
ク
リ
！
　
な
る
ほ

ど
、予
約
殺
到
の
訳
が
わ
か
っ
た
。

　
こ
の
オ
ー
ナ
ー
が
正
真
の

鳥
取
県
人
の
尾
坂
亮
さ
ん
（
36

歳
）
。
10
年
ち
ょ
っ
と
前
に
脱

サ
ラ
し
て
わ
ず
か
50
万
円
の
手

持
ち
か
ら
起
業
し
た
と
い
う
。

３
度
目
の
電
話
で
や
っ
と
話
を

交
わ
す
こ
と
が
出
来
た
が
、
寸
暇

も
な
い
超
多
忙
で
、
明
日
は
鳥
取

へ
行
き
境
港
の
マ
グ
ロ
業
者
と

商
談
と
の
こ
と
。
マ
グ
ロ
人
間

と
は
正
に
尾
坂
さ
ん
の
こ
と
か
。

■
中
野
区
中
野
５ｰ

50ｰ

3

／

☎
０
３
・
５
９
４
２
・
８
５
２
７

■
予
算
４
千
円
～
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
千
２
百
円
～
■
当
日
入
店
不

可
／
予
約
制
■
平
日
17
時
～
22

時
／
土
日
祝
17
時
～
23
時
／
定

休
日
無
し
。

（
写
真
・
文
／
遠
藤
隆
司
）

県
人
の
お
店

⑯

⑭

⑮

⑬ ⑫
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澤
田
廉
三
と

『
梨
花
』
の
こ
と

遠
　
藤
　
隆
　
司
　

　
こ
の
度
、
片
山
長
生
氏
が
著
し

た
『
愛
郷
―
―
外
交
官  

澤
田
廉
三

の
生
涯
』
を
読
ん
だ
。
３
日
か
け

て
熱
い
思
い
で
読
み
切
っ
た
。
面

白
か
っ
た
。
こ
れ
ぞ
正
に
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
小
説
だ
と
思
っ
た
。

　
澤
田
廉
三
は
明
治
21
年
の
生
ま

れ
。
鳥
取
一
中
、
一
高
、
東
大
法

科
を
経
て
外
交
官
試
験
に
首
席
で

合
格
、
外
務
省
入
省
後
フ
ラ
ン
ス

大
使
館
に
赴
任
し
た
。

　
皇
太
子
時
代
の
昭
和
天
皇
が
欧

州
を
歴
訪
の
折
は
通
訳
・
案
内
役

を
務
め
、
後
に
昭
和
天
皇
を
し
て

「
澤
田
と
の
フ
ラ
ン
ス
の
旅
は
思

い
出
深
い
」
と
言
わ
し
め
、
省
内

で
の
評
判
が
高
ま
っ
た
。

　
一
方
で
、
国
際
人
澤
田
廉
三
の

心
の
内
に
は
「
愛
郷
」
の
炎
が
燃

え
盛
っ
て
い
た
。
「
故
郷
を
愛
す

る
者
が
誰
よ
り
も
国
を
愛
す
」
を

標
榜
し
た
。
郷
土
が
今
あ
る
自
分

を
育
ん
で
く
れ
た
と
い
う
報
恩
の

気
持
ち
で
も
あ
っ
た
。
当
然
の
ご

と
く
国
会
へ
の
道
が
待
っ
て
い
た

が
、
そ
れ
は
昭
和
28
年
の
参
院
選

挙
運
動
の
さ
な
か
に
頓
挫
す
る
。

　
時
の
吉
田
首
相
の
懇
請
で
特
命

全
権
大
使
と
し
て
国
連
に
派
遣
さ

れ
た
の
だ
。
他
に
適
任
者
な
し
と

い
う
期
待
に
応
え
、
澤
田
は
日
本

の
国
連
加
盟
へ
の
道
筋
を
整
え
た
。

　
郷
土
愛
に
燃
え
る
澤
田
廉
三
が

『
梨
花
』
を
創
刊
さ
せ
た
の
は
41
年

５
月
で
あ
る
。
当
時
東
京
鳥
取
県

人
会
第
７
代
会
長
で
あ
り
、
県
政

顧
問
も
務
め
て
い
た
。
惜
し
く
も

会
長
在
任
中
の
45
年
11
月
に
脳
溢

血
で
倒
れ
、
12
月
８
日
逝
去
。
享

年
82
歳
。
『
梨
花
』
第
９
号
に
追

悼
記
事
が
載
っ
て
い
る
。
旧
『
梨

花
』
は
10
号
で
休
刊
に
な
っ
た
。

26
年
の
空
白
を
経
て
平
成
10
年
５

月
に
『
梨
花
』
復
刊
第
１
号
が
発

行
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

『
愛
郷
―
―
外
交
官 
澤
田
廉
三

の
生
涯
』
の
こ
と
　
片
山
　
竜

　
澤
田
廉
三
氏
と
同
じ
岩
美
町
浦

富
出
身
の
新
入
会
員
、
片
山
竜
と

申
し
ま
す
。

　
今
年
の
終
戦
記
念
日
に
父
・
片

山
長
生
が
本
書
を
出
版
し
ま
し

た
。
父
は
県
立
高
校
で
社
会
科
の

教
師
を
し
て
お
り
、
退
職
後
、
鳥

取
県
に
大
河
ド
ラ
マ
を
誘
致
し
よ

う
と
有
志
の
方
々
と
勉
強
会
を
始

め
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
ま
と
め

た
の
が
本
書
で
す
。
「
鳥
取
県
文

化
芸
術
活
動
支
援
補
助
金
」
も
受

け
、
出
版
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
鳥
取
に
育
ち
、
日
本
・
世
界
で

生
き
て
い
く
廉
三
の
姿
は
皆
様
に

も
通
じ
る
部
分
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
是
非
ご
一
読
頂
け
ま
し
た

ら
幸
い
で
す
。

●
本
書
は
と
っ
と
り
・
お
か
や
ま

新
橋
館
１
階
、
鳥
取
県
内
書
店
な

ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
通
販
に

つ
い
て
はT

el:080-1050-0192

、

M
ail:ry

u
k

ty
m

@
gm

ail.com

片
山
竜
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

岩
美
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
記
念
品

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

 

伯
耆
一
ノ
宮 

倭
文
神
社

畑
中
　
靜
子

　
伯
耆
一
ノ
宮 

倭し

と

り文
神
社
は
、

湯
梨
浜
町
宮
内
、
東
郷
池
の
東
側

の
丘
の
上
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

「
一
ノ
宮
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
親

し
ま
れ
、
安
産
の
守
り
神
と
し
て

有
名
な
こ
の
神
社
に
、
私
は
中
学

校
の
遠
足
で
お
参
り
し
ま
し
た
。

　
昔
、
こ
の
地
方
に
は
機
織
を
生

業
と
す
る
倭
文
族
が
暮
ら
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
織
物
の
神
様
と
し

て
建
た
け
は
づ
ち
の
み
こ
と

葉
槌
命
を
祀
っ
た
の
が
神
社

の
起
こ
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
社
伝
に
よ
る
と
大

お
お
く
に
ぬ
し
の

国
主

命み
こ
との

娘
、
下

し
も
て
る
ひ
め
の
み
こ
と

照
姫
命
が
出
雲
よ
り

船
で
こ
の
地
に
渡
り
、
従
者
と
共

に
こ
の
神
社
の
地
に
と
ど
ま
っ

て
、
安
産
の
指
導
、
農
業
開
発
、

医
薬
の
普
及
な
ど
に
生
涯
尽
く
さ

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
大
正
４
年
に
境
内
の
塚
が
発
掘

さ
れ
、
そ
れ
ま
で
主
祭
神
の
墓
と

さ
れ
て
い
た
塚
が
経
塚
だ
と
わ
か

り
ま
し
た
。
ま
た
、
出
土
品
の
銘

文
に
よ
っ
て
、
平
安
時
代
後
期
に

は
既
に
伯
耆
の
国
一
ノ
宮
だ
っ
た

こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
戦
国
時
代
に
は
荒
廃
し
ま
し
た

が
、
尼
子
春
久
が
社
殿
を
造
営
し

社
領
70
石
を
寄
進
、
後
に
羽う

え

し

衣
石

城
主
南
条
宗
勝
が
復
旧
さ
せ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
徳
川
時
代
に
は
鳥

取
藩
主
の
祈
願
所
と
な
り
、
明
治

以
降
は
県
社
、
昭
和
14
年
に
国
幣

小
社
と
な
り
ま
し
た
。

　
金
銅
観
音
菩
薩
立
像
を
は
じ
め

多
数
の
出
土
品
は
、「
伯
耆
一
宮
経

塚
出
土
品
」
の
名
称
で
、
昭
和
28

年
に
一
括
し
て
国
宝
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
は
東
京
国
立
博
物

館
に
寄
託
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
東
郷
池
を
眼
下
に
配
し
佇
む
境

内
は
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
の
評
判

が
高
く
人
気
の
神
社
で
す
。
例
祭

随想リレー

　
　
常
任
幹
事
　
米
東
会
会
長
　
　
　
　 

下
　
村
　
節
　
宏

の
ん
べ
ん
だ
ら
り
は
心
の
ゆ
と
り

　
の
ん
べ
ん
だ
ら
り
と
い
う
言

葉
が
あ
る
。
何
事
に
も
集
中
す

る
こ
と
が
出
来
な
く
て
無
駄
な

時
間
を
費
や
し
て
し
ま
う
と
い

う
意
味
だ
が
、
言
っ
て
み
れ
ば
、

私
の
大
学
時
代
が
そ
う
だ
っ
た
。

　
米
子
東
高
校
時
代
、
た
っ
ぱ

（
背
丈
）
を
買
わ
れ
バ
レ
ー
部

に
所
属
し
青
春
の
熱
い
血
を
燃

や
し
て
い
た
の
が
う
そ
の
よ
う

で
も
あ
る
。
京
大
に
進
学
す
る

と
、
ス
ポ
ー
ツ
に
励
む
と
い
う

こ
と
が
な
く
な
り
、
そ
の
か
わ

り
に
、
気
侭
な
日
々
を
送
っ
て

し
ま
っ
た
。

　
私
は
京
都
の
街
が
好
き
だ
っ

た
。
勉
学
の
か
た
わ
ら
、
文
化

遺
産
に
あ
ふ
れ
た
京
都
の
街
が

私
に
は
し
っ
く
り
と
馴
染
ん
で

い
っ
た
。
曖
昧
模
糊
と
し
た
人

情
も
私
好
み
で
あ
っ
た
。
酒
の

旨
さ
を
覚
え
た
の
も
そ
の
頃
。

　
大
学
は
60
年
安
保
の
余
波
の

さ
中
に
過
ご
し
、
無
事
社
会
人

と
な
っ
た
が
、
私
は
幸
運
に
も

ス
リ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
会
社

に
入
社
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　　
初
任
地
が
こ
れ
ま
た
文
化
遺

産
書
写
山
姫
路
城
の
あ
る
姫
路

で
あ
る
。
姫
路
城
の
佇
ま
い
に

は
心
を
奪
わ
れ
た
。
私
は
勤
務

を
續
け
て
い
る
う
ち
に
勤
勉
家

に
な
り
、
仕
事
に
生
き
甲
斐
を

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
ん

な
意
味
で
の
姫
路
は
最
高
の
勤

務
地
で
あ
っ
た
。

　
故
郷
鳥
取
に
天
守
閣
の
聳
え

る
お
城
は
現
存
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
？
　
皆
無
だ
と
思
う

が
、
米
子
で
も
鳥
取
で
も
よ
い

か
ら
お
城
再
建
案
が
検
討
さ
れ

て
ほ
し
い
も
の
だ
。

　
や
が
て
鳥
取
県
に
も
夢
の
新

幹
線
が
通
い
（
ま
さ
か
と
思
う

が
）
、
久
松
山
の
頂
に
天
守
閣

を
望
み
（
こ
れ
も
夢
幻
）
、
鳥

取
ブ
ラ
ン
ド
の
か
に
、
ま
ぐ
ろ
、

鰰
（
は
た
は
た
）
な
ど
味
覚
を

前
に
酒
杯
を
酌
み
交
わ
す
時
が

来
る
と
、
そ
ん
な
こ
と
を
心
に

ゆ
と
り
を
持
ち
な
が
ら
考
え
る

時
が
あ
る
こ
の
頃
で
あ
る
。
東

京
勤
務
が
20
年
を
過
ぎ
た
。

（
三
菱
電
機
㈱
特
別
顧
問
）

▲漫画／かわにしよしと

▲片山長生著「愛郷澤田廉三」
　刊行会刊　2000 円＋税

交
流
部
会
長
　
勝
部
日
出
男
　

　
今
年
３
月
以
降
９
月
ま
で
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
講
演
会
、
春
の
ゴ
ル

フ
大
会
・
囲
碁
大
会
、
郷
里
若
手

経
営
者
交
流
会
等
す
べ
て
中
止
と

し
ま
し
た
が
、
10
月
よ
り
待
望
の

催
し
を
再
開
し
ま
し
た
。

●
10
月
12
日
、
秋
季
因
伯
オ
ー
プ

ン
ゴ
ル
フ
大
会
は
名
門
湘
南
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
、
台
風
一
過
の

快
晴
の
下
、
８
組
27
名
の
参
加
に

よ
り
開
催
で
き
ま
し
た
。
栄
え
あ

る
第
48
回
優
勝
者
は
涌
嶋
英
智
さ

ん
（
ア
ウ
ト
45
イ
ン
46
）
、
毎
回

倉
吉
か
ら
の
ご
参
加
の
甲
斐
あ

り
、
お
見
事
で
し
た
。
沢
山
の
景

品
寄
贈
が
あ
り
、
表
彰
懇
親
会
も

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

●
同
月
18
日
、
ロ
ン
ド
ン
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
鑑
賞
＆
グ
ル

メ
の
会
も
28
名
の
参
加
を
得
て
、

東
京
芸
大
助
手
・
山
本
樹
さ
ん
の

巧
み
な
解
説
と
銀
座
・
レ
ス
ト
ラ

ン
ア
ノ
レ
ー
ブ
の
美
味
フ
ラ
ン
ス

料
理
に
よ
り
、
楽
し
い
一
宵
と
な

り
ま
し
た
。
（
上
写
真
）

●
次
の
催
し
は
来
年
、
新
春
歌
舞

伎
鑑
賞
会
を
企
画
し
ま
す
の
で
、

演
目
等
決
ま
り
次
第
ご
案
内
し
ま

す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
写
真
／
奥
田
真
三
）

　▲例祭宵宮の雅楽奉納

　　写真提供／伯耆一ノ宮 倭文神社

● 

交 

流 

部 

会 

●

に
は
宵
宮
の
４
月
30
日
に
雅
楽
奉

納
、
５
月
１
日
に
稚
児
行
列
な
ど

が
盛
大
に
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
初

詣
に
は
１
万
５
千
人
も
の
参
拝
者

で
賑
わ
い
ま
す
。

▼
事
務
局
よ
り
「
会
員
名
簿
」

作
成
の
お
願
い
文
書
が
届
い

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
締
め

切
り
日
は
２
月
19
日
で
す
、

お
忘
れ
な
く
。
▼
コ
ロ
ナ
、

コ
ロ
ナ
で
１
年
が
経
っ
て
し

ま
い
そ
う
。
皆
さ
ま
、
良
い

お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

（
遠
藤
隆
司
）
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